
１　主　　催 三重県高等学校体育連盟、（一社）三重県サッカー協会　　

２　主　　管　 三重県高等学校体育連盟サッカー専門部（女子委員会）

（一社）三重県サッカー協会（女子委員会）

３　期　　日 １回戦 ２０２３年１０月７日（土） 

準決勝 ２０２３年１０月２２日（日）

決勝 ２０２３年１０月２９日（日）

予備日 ２０２３年１０月２１日（土）、１０月２８日（土）

４　会　　場 １０月７日（土） 県内各高校

１０月２２日（日） 松阪市総合運動公園

１０月２９日（日） 松阪市総合運動公園

予備日 未定

５　参加資格 ①　２０２３年度日本サッカー協会に加盟登録された高等学校チームで、当該団体に登録された生徒であること。 

②　２０２３年４月２日以降に当該学校に在学している者で、平成１６年４月２日以降に生まれた者 （４月２日を

　　起算日と して、１９歳未満の者とする）。 ただし、同一学年での出場は１回限りとする。

③　チーム編成は、全日制・定時制の混成を認めない。

④　ア）転校後６か月未満のものは参加を認めない。ただし、一家転住等やむを得ない場合は、都道府県高体連会長の

　　　　許可があればこの限りではない。

　　イ）高体連加盟チームに所属していた選手は他校において６ヶ月間は出場できない。

　　ウ）転校の有無にかかわらず、他の連盟から高体連加盟チームに移籍する場合は上記アに準ずるものとする。

　　　　ただし、規定ウの適用は当該年度内に限るものとする。

⑤　選手は、当該校長の参加承諾を必要とする。

⑥　合同チームでの参加については、事前に会議を開き可否を決定する。

６　参加申込み 別紙申込用紙に記入の上、事務局（三重高校　田中）まで提出すること。〆切は１０月６日（金）とする。

なお、原本は校長印を押印のうえ、郵送又は試合当日までに提出すること。

FAX　（0598）29-6944　　　　E-mail　　si-tanaka@mie-mie-h.ed.jp

７　競技方法 ①　トーナメント方式で行なう。３位決定戦を行う。

②　試合時間は８０分とする。１回戦、２回戦について、勝敗が決しない場合、PK方式により次回戦進出チームを決定する。

③　決勝戦において勝敗が決しない場合、２０分間の延長戦を行なう。なお決しない場合、ＰＫ方式により勝敗を決する。

　　３位決定戦においては延長戦は行わず、ＰＫ方式により勝敗を決定する。

８　競技規定 ①　２０２３－２０２４年日本サッカー協会の『競技規則』による。

②　２５名をエントリーし、各試合ごとの登録は２０名以下とする。

③　最大９名を交代要員として登録でき、登録された交代要員の中から、５名まで交代が認められる。

④　正のほかに異なる色のユニフォームを必ず持参すること。

⑤　試合開始30分前までに本部へメンバー表を提出のこと

令和５年度　第１８回三重県高等学校女子サッカー選手権大会要項（案）



９　懲　　罰 ①　本大会は、三重県サッカー協会「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設ける。

②　本大会期間中に警告を２回受けた選手は次の１試合に出場することができない。

③　本大会中において、退場を命ぜられた者は、次の１試合は出場することができない。

　　それ以降の処置については、大会規律委員会において処置を決定する。

10　組 合 せ ①県総体の結果によりシード校を決定する。

②県総体５位以下のチームで抽選を行う。

11　表　　彰 優勝から第３位までを表彰する。

12　選手の用具

②　正・副の２色については明確に異なる色とする。

13　そ の 他 ①　大会においては、各チームでKICKOFFから出力される「選手証」や「登録選手一覧」をプリントアウトし、

　　紙媒体で登録選手確認ができるように準備する。

②　優勝チームは、東海予選に三重県代表として参加する権利を得る。

③　大会要項に規定されていない事項については、本大会を運営する女子委員会において協議の上決定する。

④　雨天決行とする。

　　（ただし、朝6：00の段階で暴風警報・暴風雪警報・特別警報・地震警戒宣言が発令されている場合、競技は中止とする。

　　その後警報・警戒宣言が解除されて場合、大会役員、引率職員および関係者と開催について協議する。）

⑤　決勝戦当日の会場設営および運営補助は、決勝進出以外のチームが率先して行う。

県総体１位校 県総体３位校

県総体４位校 県総体２位校

①　本競技会に登録した正・副２組のユニフォーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を試合会場に持参し、

　　いずれかを着用しなければならない。

③　主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、

　　両チームの立ち会いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定する。

④　前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及びソックス

　　のそれぞれについて、判別しやすい組み合わせを決定することができる。

⑤　ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、

　　ソックスと同色でなくても良い。

⑥　アンダーシャツの色はユニフォームシャツに使用されている色のものを着用する。

　　ただし原則としてチーム内で同色のものを着用する。

⑦　アンダーショーツおよびタイツの色はユニフォームショーツに使用されている色のものを着用する。

　　ただし原則としてチーム内で同色のものを着用する。


